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やって見せて  言って聞かせて  やらせて見せて  ほめてやらねば  人は動かず  人は育たず 
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今の時代、情報の量が増え過ぎ、周りに流されやすく、依存度が高くなって

います。そうなると、イメージを思い浮かべたり、創作する力が弱くなってし

まいます。だから、自分なりのスタイルや信念を持つことが、非常に大事にな

ります。それがないと根なし草と同じ、流されるだけになります。自分なりの

信念やスタイルを持つことは、物事を推し進め、深めていくため必要なもので

あります。努力を積み重ねれば、平凡は非凡にかわります。 

 遺伝子学の第１人者である筑波大学村上名誉教授は、「火事場の馬鹿力」に関

して興味深いことを解説しておられます。極限状況で発揮される人間の力が、

なぜ普段は眠っているのか。それは、そうするための遺伝子の機能が通常は OFF

になっているからであります。このスイッチが ON状態になれば、普段でも火事

場の馬鹿力を発揮することは可能だということです。 

 では、その潜在力を ONにするには、プラス思考や積極的な行動など前向きの

精神状態や心の持ち方が大きく作用しているようです。思いの力が私たちの可

能性を大いに広げてくれるということが、遺伝子レベルで解明され始めている

わけです。 

 ちなみに、どれくらいのことが人

間に可能なのか。人間の頭で、これ

をしたい、こうあって欲しいと考え

られるようなことは、遺伝レベルで

見れば、たいてい可能な範囲のよう

です。つまり「思ったことはかなえ

られる」能力が、私たちの中には潜

在しています。 
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 そこでどうすればいいかであります。やはり目標を立てて、ただひたすら一

歩一歩努力を積み重ねることです。千里の道も一歩からのように、どんな大き

な夢も一歩一歩、一日一日です。今日一日をないがしろにせず、真剣に生きて

いけば、明日、１週間後、１ヶ月後、…は自然に見えてきます。 

 つまり、先を見ようとしなくても、今という瞬間、瞬間をただひたすら生き

ることによって、その時見えなかった未来の姿が自然と見えるようになってく

るものであります。 

 中学生時代ただひたすら、次の３点に傾注して欲しいです。 

１ ただひたすら、勉強に打ち込む。 

２ ただひたすら、クラブ活動に打ち込む。 

３ ただひたすら、いつでも、どこでも、だれとでも自ら挨拶をする。 

ことをなすには、まずこうありたいと思うことが始まりです。その思いを強

く抱き、長く持続して、実現のためにただひたすら取り組めるか。それがすべ

ての成否をわけるのです。 

 

平成２５年３月３１日付け 退職・転任（出）の教職員 

・校長 新谷芳宏（退） 

・教員 塩田知子（保体・退） 井浦裕子（国・退） 坪井麻里子（数・退） 

藤井宏幸（数・退） 舟木耕平（保体・能勢町） 

・副主査 作元信行（東ときわ台小） 

平成２５年４月１日付け 転任（入）の教職員 

・校長 下林 晃（東ときわ台小） 

・教員 向井 研（保体・池田市） 渡邉 恵美（英・東能勢中） 

 三河裕太（社・能勢町） 

    石田知子（国・光風台小） 大石誠悟（保体） 富永彰一（理） 

・副主査 銭 祥史（松原中央小） 

・看護師 平野万寿美 紀伊美津子 

 

 

 



 

 小笠原真君と押川比奈さんの「新入生の言葉」の一部を紹介します。 

 小学校とちがって、中学校は、勉強が難しくなりま

す。また、校舎が広くなり、体験授業の時も少し不

安を感じました。…四つの小学校から集まるので、

新しい友達が増えるのが嬉しいです。先生方、先

輩方の話をしっかりと聞き、校則を守って、充実した

中学校生活を送りたいと思います。合唱コンクー

ル、宿泊学習などの行事も、皆で力を合わせてが

んばりたいです。職場体験などがあると聞きました。将来のことも考えながら、努力していきた

いと思います。それぞれの目標に向かってがんばります。 

 

 入学式で生徒会役員日下光さんの「歓迎の言葉」の一部を紹介します。 

 私も２年前、小学校のころとは違う授業や、部活動での上下関係、委員会、係の仕事な

ど、何をどうすればよいのか分からず、とまどうことが何度もありました。しかし、その時にはクラ

スの友達や、先生、先輩に助けてもらいながら、それらを乗り越えてきました。皆さんも何か

困ったことがあったら、友達や先生、私たちに相談して下さい。…皆さんが一日も早く中学

校生活に慣れるよう在校生一同応援しています。

これから、皆さんにも何事も怖れずに、積極的に

挑戦していって欲しいと思います。そうすることで、

新しい自分を見つけたり、自分を変えたりすること

ができるかもしれません。勉強や部活動など、たく

さんのことに挑戦し、自分の良い所をどんどん増

やし、伸ばしていってください。すぐには出来ないかもしれませんが、あせらずに、ゆっくりと時

間をかけて、自分を輝かせていって下さい。ここにいるたくさんの仲間と、私たちと一緒に楽し

い充実した生活を送っていきましょう。 

 

 



○４月行事予定 

    
行        事 

    
行        事 

        

1 月   15 月 内科検診(3年 4組，2年 1組，2組) 

2 火   16 火 内科検診(2年 3組，4組) 

3 水   17 水 内科検診(1年 1組，2組) 

4 木 
 

18 木 
クラブキャプテン会議  

内科検診(1年 3組，4組) 検尿 1日目 

5 金 入学式 19 金 クラブミーティング 検尿 2日目 

6 土   20 土 
クラス写真撮影  

ＰＴＡ授業参観(学年・学級懇談) 

7 日   21 日   

8 月 
対面式・始業式 

学年集会(1限 3年/2限 2年/3限 1年) 
22 月 ２１日の振替休日 

9 火 
学活＋視力測定＋身体測定(1限 2年/2限

1年/3限 3年)  クラブ・委員会紹介 
23 火 家庭訪問（45分×4） 

10 水   24 水 
全国学力・学習実態調査（3年）  

家庭訪問（45分×4） 

11 木 離任式  生徒相談（～19日） 25 木 歯科検診（1年，2年 1組，2 組） 

12 金 内科検診(3年 1組，2組,3組) 26 金 
家庭訪問（45分×4）  

心電図（1年，必要な人） 

13 土   27 土   

14 日   28 日   

15 月 内科検診(3年 4組，2年 1組，2組) 29 月 昭和の日 

   
30 火 家庭訪問（45分×4） 

＊変更する場合は、事前に連絡します。 

＊５月の主な行事紹介 

家庭訪問(～1) ３年修学旅行(17～19,代休 20,21) ２年宿泊学習(17～18,振

替 20) 中間テスト(30,31) 


